2026年11月7日
天気：快晴
参加者：平田，林，菅原，田崎
距離：200㎞　8時～17時10分
記録：田崎

・集合

　2026年11月7日　午前8：00　野芥のMr. Max に集合。インカムの接続の後，行く先の相談。平田さんの提案により佐賀県のみやき町にある山田ひまわり園に向かうことになった。R263を通って三瀬峠超えで行くことに。平田さん，林さん，菅原さん，田崎の順で出発。

・山田ひまわり園

　天気予報では昼間でも20度に達しないとの事。寒さへの備えは皆さん十分。私は電熱ベストを着用（しかし，電源を入れる事はなかった）。三瀬峠を越え，R263に沿って走り，池田の交差点を左折，r21三瀬神崎線を東へ。R21の飯町を左折，更に東へ。R385（r31）で吉野ヶ里町を通って綾部東を左折r136 で，みやき町の山田ひまわり園へ。11月のこの季節に満開のひまわりを楽しむことができるのは珍しいと思う。ひまわりの色も真夏のひまわりとは少し異なり，やや濃いめの山吹色で，青空に大変良くマッチしていた。広々としたひまわり園を暫く散策した。
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ひまわり園１　　　　　　　　　　　　　　ひまわり園２
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　　　　　　ひまわり園３

・東予賀海岸

　山田ひまわり園を出て東与賀町にある干潟よか公園に向かう。r136を南下して中原橋を右折してR34に入り上峰町切通しを左折，r133を南下，下田大橋北を右折してr19に入る。六五郎橋西を右折r15佐賀八女線を東へ。東原の町を左折してR264を更に西へ。巨勢町交叉点を左折r333を通り本荘町で左折r260に入る。r260を南下して有明海の岸辺にある干潟よか公園に到着。干潟よか公園は「しちめん草」の群生地で有名な所。大きな看板がいくつかあり，そこには，かつては「しちめん草」が広々と群生していた様子が書かれていた。しかし，残念な事に，今年は群生の範囲も激減しており，心なしか，生えていた「しちめん草」も元気がないように見えた。干潟よか公園には東よか干潟ビジターセンター「ひがさす」が併設されており，展望所からは有明海の干潟が展望できた。
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「しちめん草」１　　　　　　　　　　　　　　「しちめん草」２
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　　　　　　　　　　　　　　　　干潟よか公園

・お昼ご飯

　お昼ご飯はR203沿いの佐賀らあめん喰道楽三日月店。ラーメンのスープは，背油・醤油，豚骨・味噌，豚骨の3種類から選ぶ位事が出来るなど，メニューも豊富であった。私たちは，それぞれラーメン，特製ラーメン，ラーメン餃子セットなどを注文。満腹満足。
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　　佐賀らあめん喰道楽　　　　　　　　　　　　　　　ラーメン
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特製ラーメン　　　　　　　　　　　　　　ラーメン餃子セット

・鬼の鼻山展望台

　お昼ご飯の後，次の目的地，西渓公園を目指して出発。まだ，時間的余裕があるので，頂上からの見晴らしが素晴らしい，鬼の鼻山に立ち寄ることに。R203からr35，r25を通って鬼の鼻山を目指す。暫く走って鬼の鼻山憩いの森駐車場に到着。駐車場から鬼の鼻山の頂上まで，高度差は150m余りと思われる。なるべく頂上にある展望台の近くまでバイクで登りたいと言う事で，どこまでバイクで行けるか，林さんがオフロードバイクで確認に行かれた。しかし，残念ながらバイクで登れる道はなく，駐車場にバイクを置いて，歩いて登るしかないと言う事になった。つづら折りの階段を一歩一歩踏みしめながら登ること20分程，4人とも息を切らしながらも無事登頂。頂上には鬼の顔を模した展望台があった。展望台からの眺望は360度，正に絶景。佐賀平野や有明海が一望できた。
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　　　　　　鬼の鼻山展望台　　　　　　　　　　　　鬼の鼻山展望台からの眺望

・多久聖廟

　西渓公園に行く前に，どうせすぐ近くなのでもう一つ寄り道，多久聖廟に立ち寄ることになった。ネットの記事によると，多久聖廟は1708年に孔子像を安置し「敬」の心を培わせるために建てた孔子廟で，国指定重要文化財だそうである。しばらく孔子廟を見学し西渓公園に向かう。
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　　　　　　　　　　　　多久聖廟
・西渓公園

　この季節，西渓公園では紅葉を見ることができるのではないかと期待したが，まだ紅葉には早すぎた。公園内を散策したが，紅葉の時期には美しく紅葉するだろうと思わせる楓の木や，紅葉を映すであろうと思わせる池があり，チャンスがあれば紅葉真っただ中の時期に再度訪れたいと思った。西渓公園には歴史民俗資料館があり，貝やサメの歯の化石，古代の甕棺など，色々なものが展示されていた。館内で展示物の説明をして下さったスタッフの方は，志賀島出身との事で，福岡から来た我々に多少の親近感を持って頂いたのか，色々と興味深いお話を聞かせて下さった。特に資料館の外に展示されている「球状閃緑岩」の極めて特徴的な文様が皆の興味を引いた。
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西渓公園１　　　　　　　　　　　　　西渓公園２

・帰途

　帰りはr25を北上し，道の駅厳木で一休み。R203を更に北上，r40を通って唐津インターから西九州自動車道を通って帰途に就いた。

・最後に

　今回のツーリングは，走行距離は200㎞と，あまり長くはなかったが，11月のひまわりを楽しんだ山田ひまわり園，残念ながら元気がなくなっていた「しちめん草」の群生地東予賀海岸，絶景を楽しんだ鬼の鼻山，そして多久聖廟，西渓公園と，今回のような色々な名所を巡るツーリングもありだなあと感じた。
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